
六
十
八
巻

文
化
財
と
観
光
④
～
信
貴
山
へ
の
参
詣　

そ
の
二
～

　

江
戸
時
代
以
来
、
盛
ん
に
な
っ
た

信
貴
山
朝ち
ょ
う

護ご

孫そ
ん

子し

寺じ

へ
の
参さ

ん

詣け
い

は
、

急き
ゅ
う

峻し
ゅ
ん

な
坂
道
が
続
き
、
徒
歩
で
は
さ

ぞ
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
う
し

た
人
々
が
頼
り
に
し
た
の
が
、
道
の

傍
ら
に
立
つ
道
標
や
丁ち
ょ
う

石せ
き

で
し
た
。

明
治
時
代
に
入
り
日
本
の
近
代
化

が
進
み
、
全
国
各
地
に
鉄
道
が
敷ふ

設せ
つ

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
明
治
22
年（
１

８
８
９
年
）
に
は
、
大
阪
鉄
道
（
現
・

Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
）
が
湊
町
駅
（
現
・

Ｊ
Ｒ
難
波
駅
）
か
ら
柏
原
駅
ま
で
開

通
し
、
初
め
て
八
尾
市
内
を
鉄
道
が

通
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
開
設
さ
れ
た
八
尾
停
車
場

（
現
・
八
尾
駅
）
は
、
信
貴
山
へ
の
参

詣
の
最
寄
り
駅
と
な
り
ま
す
。
こ
こ

か
ら
東
へ
延
び
る
恩
智
街
道
は
、
東

高
野
街
道
と
恩
智
神
社
を
経
て
信
貴

山
に
至
る
参
詣
道
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
も
街
道
沿
い
に
信
貴

山
へ
の
道
標
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

参
詣
者
は
駅
か
ら
徒
歩
や
人
力

車
、
の
ち
に
自
動
車
も
利
用
し
向
か

う
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
東
高
野
街

道
の
先
は
、
江
戸
時
代
と
同
様
徒
歩

で
進
む
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
新
た
な
鉄
道
、
大

阪
電
気
軌
道
（
現
・
近
畿
日
本
鉄
道
）

が
誕
生
し
ま
す
。
大
阪
電
気
軌
道
は

大
正
３
年
（
１
９
１
４
年
）
に
上
本

町
駅
と
奈
良
駅
を
一
直
線
に
結
ぶ
路

線
（
現
・
近
鉄
奈
良
線
）
を
開
業
し

ま
し
た
。
開
業
時
の
沿
線
案
内
に
、

瓢ひ
ょ
う

箪た
ん

山や
ま

停
留
場
（
現
・
瓢
箪
山
駅
）

近
く
の
名
所
と
し
て
、
市
東
北
部
の

神こ
う

立だ
ち

に
あ
る
玉た

ま
の
お
や祖
神
社
や
高
安
梅
林
、

千
塚
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
瓢
箪
山
停
留
場
か
ら
遠
く

離
れ
た
朝
護
孫
子
寺
は
掲
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
阪
電
気
軌
道
開
業
の
翌
年
に
大

阪
市
内
の
自
転
車
店
が
設
置
し
た
水

呑
地
蔵
院
へ
の
道
標
が
大
竹
地
区
に

残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
普
及
し
つ
つ

あ
っ
た
自
転
車
で
観
光
す
る
人
々
も

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
つ
づ
く
）
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▲�大阪市内の自
転車店が立て
た近代の道標
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